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3 日(月) いわっこ ・・・・ 歯磨き指導、梅雨時の健康など 

4 日(火）5日(水) 発育測定  ・・ 身長、体重をはかります 

5 日(水）尿検査提出日 ・・・・・・ 全員が検査しましょう 

7 日(金) 不審者訓練 ・・・・ 連れ去り防止の話を聞きます 

10日(月) 眼科健診・・・ 佐久間眼科による健診 (13：30～) 

11日(火) 耳鼻科健診・・ 馬淵耳鼻科による健診（13：30～） 

12日(水) 避難訓練 ・・・・・ 出火想定で通報訓練をします 

12日(水) 内科健診・・・ 矢嶋小児科による健診（13：30～） 

13日(木）歯科健診 ・・・・ 三島歯科による健診（9：30～） 

19日(水) 交通安全教室 ・・・ 交通ルールについて学びます 

20日(木）お誕生会・・・６月生まれの友だちをお祝いします 

26日(水) コートスマイル・・・ぞう組きりん組が訪問します 

 

 

７月の行事 

 

 

 

1 日(月) プール開き 

1 日(月) お昼寝始め 

2 日(火) いわっこ 

2 日(火) 3日(水) 

発育測定 

3 日(水) 避難訓練 

4 日(木) 不審者訓練 

5 日(金) 七夕会 

12日(金) 夏まつり 

17日(水) お誕生会 

 

夏を感じるほど暑くなったり、朝夕は肌寒い日があったりと、急激な気候の変化に体調管理

が難しい時期ですが、子どもたちは元気な笑顔で、好きな遊びに夢中です。 

        先月は、穏やかな陽気の中散歩に出かけたり、園庭や裏庭を探索したりして、

草花や虫などの身近な自然に十分親しんで遊ぶことができました。その中で

様々な発見や驚きを経験し、“楽しい”と感じることが子どもたちの活力になり、

また次の遊びにつながって発展しています。 

梅雨に入ると室内で過ごす時間が長くなりますが、子どもの発達や興味に 

合った遊びの工夫をして、子どもたちが自ら喜んで遊びに取り組めるような 

環境づくりをしていきます。体操や集団遊びなどで全身を思いきり動かした 

り、楽器を使ってのびのびと表現を楽しんだり、座って静かに制作やお話に 

集中したりと、活動にメリハリを持たせたいと思っています。 

晴れた日には『どろんこ遊び・ひんやり遊び』を経験する中で、水や土や砂の感触を存分に

味わいながら、友だちと遊ぶことの楽しさを伝えていきたいと思います。 

また『なかよし会』での遊びも大切にしていきます。異年齢児交流では、年上

の子は年下の子のお世話で思いやりを持ち、手本となることで自信をつけます。

年下の子は年上の子の真似をすることで意欲を持ち、興味や関心の幅が広がりま

す。生活や遊びの中で、子どもたち同士が刺激を受け合う機会を多くし、互いの

成長につながる経験を重ねられるといいなと思っています。 

 

 

 

６月の予定 

 

 

保 育 園 だ よ り 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

『どろんこ遊び』がはじまります！ 

お子さんの健康状態が思わしくない場合は、必ずお知らせください。 

 ＊ 熱がある時  ＊ 咳や鼻水がひどい時  ＊ 腹痛や下痢の症状がある時 

 ＊ 食欲が無い時  ＊ 内服薬、外用薬を持参している時 

＊ 湿疹や傷などで皮膚がジクジクしている時   等々は、どろんこ遊びができません。 

☆週の予定表や、お子さんのロッカー内の持ち物などを確認の上、準備のご協力をお願いします。  

  

HPでは個人情報保護の為 

園児名は公開していません。 

 

６月生まれの☆おともだち☆ 

今月の『いわっこ』 

・手洗い、爪切り、歯磨き 

 洗髪などについての指導 

・健康診断の意味について 

・雨具の正しい使い方 

子どもたちに分かりやすく説明し

ながら、丁寧に伝えていきます！ 

 

～保育参加＆クラス懇談会へのご出席ありがとうございました💛～ 

子どもたちは、お家の方とのゲームや制作や触れ合い遊びに大喜びでした。４月からの成長

の姿や保育園での生活の様子をご覧になり、色々なご感想がおありかと思います。一人ひとり

の子どもの育ちを共有し、今後も保護者の方と連携を深めていきたいと考えていますので、何

かありましたら遠慮なくお声かけください。今月の個別懇談もご利用くださいね。 

また、親子の和やかな様子に「手をつなぎ抱っこされる」「視線や言葉を交わす」ことが、

子どもたちにとってどれほど嬉しくて重要かを改めて感じました。まだまだ甘えたい気持ちが

強い幼児期。甘えたいのかな？と感じた時には、意識してお子さんと触れ合う時間を作りまし

ょう。ぎゅ～っと抱きしめて優しく名前を呼ぶだけでも十分です。また、スキンシップは子ど

もだけでなく大人の気持ちも同時に安定させます。互いに自然と笑顔があふれるはず！ 

幼児期に甘えを上手に受け止めてもらった子は、自己効力感を養い自分という存在を肯定的

に感じることができるので、自発性と意欲が膨らんでいきます。何事にも生き生きと前向きに

取り組むパワー作りのためにも、今が一番大切な時期ですよ！！スキンシップによって得られ

る満足感や安定感を、大切にしたいものです。 

 

子どもの『遊び』って？ 

子どもにとっての遊びは、食事や睡眠と同じように毎日欠かせない“生きる力”そのもので

す。自分の身体と五感をフルに使って遊びながら、何度も繰り返し時には失敗もする中で学び、

体力,運動能力,想像力,忍耐力,社会性,柔軟性,など様々な力を身につけていくのです。 

子どもの伸びようとする力を信じて、主体的な遊びとなるよう応援していきたいと思います。 


